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新任教職員紹介 今年度から本学の仲間になった教職員の方々を紹介します。

医療介護福祉科での学びは、介護専門職としてだけ
でなく、子育てや親の介護、自分自身の老後にも役
に立つと思います。実習など大変なこともあります
が、共に学び、考え、介護っていいよねと語り合え
たらと思います。

学生の皆さんが安心して学び、“楽ではないけど楽し
い学園生活”を送れますよう、応援しています。わ
からないことがあれば、何でも遠慮なく相談してく
ださい。

山田 順子　医療介護福祉科　准教授

桑田 俊明　庶務課　課長

一般教養「生物 I・II」を担当します。私たちの周り
には様々な生き物がいて、人の病気や医療とも関係
しています。授業を通じて生物の基本的な仕組みや
人と他の生き物との関わりについて考えてくれると
嬉しいです。

本学を卒業後、附属病院の救命救急センターで看護
師として勤務していました。患者さんやその家族と
の関わりの中で感じた看護の魅力を学生の皆さんに
伝えていければと思っています。気軽に訪ねてきて
くださいね。

病院での勤務経験から学んだ教科書＋αのことを学
生の皆さんに伝えていけたらと思っています。また、
担当させていただく「生理機能検査学」を皆さんに
好きになってもらえるよう、頑張りたいと思います。

平口 鉄太郎　一般教養　准教授　

井上 千穂　看護科　助教

玉井 利奈　臨床検査科　助教

専門的知識の修得だけでなく、多くの人との出会い
を通して経験を積み重ね、人の気持ちや立場を理解
できる医療人として成長していくことを期待してい
ます。応援しています。

附属病院で小児科医師をしております。実家が保育園（ふたば
保育園）で弟が園長をしています。今回、医療保育科のお話が
ありましたのも何かの縁だと思いました。微力ではあります
が、楽しく、そして子どもにやさしい医療を目指して、スタッ
フの方々、学生さんと過ごさせていただければと思います。

平成 25年１月末より本学で勤務しています。
用務員３名共、前職が同じですので肩肘を張らずに勤
務することができます。自然豊かな本学の美化に努
め、学生の皆さんが少しでも勉強しやすい環境づくり
の力添えになるように努力していきたいと思います。

藤井 昌史　看護科　教授

荻田 聡子　医療保育科　准教授

原田 安博　庶務課　用務員

3 年前から医大総合外科で主に消化器外科（食道外科
疾患）に携わっております。外科および救急の基礎が
身につくよう、お手伝いできればと思います。医大総
合外科・附属川崎病院との兼任のため、ご迷惑をお掛
けすることもあるでしょうが、よろしくお願いします。

医大・解剖学教室との併任ですが、本学に研究室を
いただきました。私が何か役に立ちそうなことが
あったら気軽に質問しに来てください。見つからな
ければメールしてください。

皆さんが快適な環境で勉学、仕事に従事できるよう、
陰ながら支えたいと思います。困った事があれば、
気軽に声を掛けてください。

繁光 　薫　看護科　教授

熊野 一郎　看護科　講師　

近藤 　徹　機械室　設備技術員

長い間、厚生省で社会保障制度の政策立案に
関わってきました。川崎医療福祉大学では医
療福祉とは何かを追求しながら社会福祉士の
養成に関わってきました。高齢化の進むわが
国で、医療介護の重要性はますます大きくなっ
ています。介護保険制度を通じて提供される
介護サービスという営みの意義、素晴らしさ、
困難さを共に学びましょう。1階の副学長室
にいます。相談したいことがあったら訪ねて
きてください。

本学を卒業後、介護現場で７年間勤務しました。同
じ目標に向かって学ぶ仲間の大切さ、介護の楽しさ
や魅力を、後輩でもある学生の皆さんに伝えたいと
思っています。一緒に頑張りましょう！

小池 将文　副学長　医療介護福祉科　特任教授 古畑 香織　医療介護福祉科　助教

　3月末に平成 24 年度国家試験合格発表がありました。
合格率は下図に示すとおりです。
　就職については、3月末までで、就職希望者 272人に
対して、求人件数 2,410 件、求人数 2,409人、就職率は
ほぼ100％と非常に好調に推移しました。進学については、
岡山大学等の国公立大学へ16人、川崎医療福祉大学等
の私立大学へ 7人、公立短大へ 2人、私立短大へ1人、
各種専門学校へ 3人でした。
　各学科の最新情報は、本学ホームページをご覧ください。

平成24年度
国家試験結果と進路状況
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 会　長 角田 篤司 （臨床検査科3年保護者）

 副会長 村上 　進 （看護科2年保護者）

 副会長 山口 恒夫 （川崎医療短期大学学長）

 幹　事 安田 君恵 （医療保育科2年保護者）

 幹　事 天野 美春 （放射線技術科1年保護者）

平成25年度
川崎医療短期大学
協助会役員

協助会報告

平成24年度収支決算書及び平成25年度収支予算書

一般会計 　　　　　　　　　　　　　　

収　　　　　入 支　　　　　出
会費 10,710,000 学生研修助成費 3,272,594
雑収入 0 厚生福利費 1,628,312
前年度繰越金 6,045,035 学生生活指導費 2,240,930

進路指導助成費 765,607
渉外費 100,000
事務費 405,879
雑費 7,370
予備費 40,000
次年度繰越金 8,294,343

合　　計 16,755,035 合　　計 16,755,035

特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

収　　　　　入 支　　　　　出
前年度繰越金 20,624,302 ０
雑収入（預金金利） 7,572
平成 24年度基金 200,000

合　　計 20,831,874 合　　計 ０
差引残額 20,831,874

一般会計 　　　　

収　　　　　入 支　　　　　出
会費 10,500,000 学生研修助成費 5,520,000
雑収入 0 厚生福利費 1,950,000
前年度繰越金 8,294,343 学生生活指導費 2,850,000

進路指導助成費 1,700,000
渉外費 150,000
事務費 480,000
雑費 10,000
予備費 6,134,343
次年度繰越金

合　　計 18,794,343 合　　計 18,794,343

特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

収　　　　　入 支　　　　　出
前年度繰越金 20,831,874 ０
雑収入 8,000
平成 25年度基金 200,000

合　　計 21,039,874 合　　計 ０
差引残額 21,039,874

※ 特別会計は、教育実習のための施設設備および学生のために特に必要なものを備え
ることを目的とした積立金です。

　4月6日の入学式終了後に開催された平成25年度協助会総
会において、下表の平成24年度収支決算書および平成25年
度収支予算書が承認されました。これにより、今年度も学生の
皆さんの学習、福利厚生、学生生活および進路等に関する諸
活動についての支援が行われます。

　本学同窓会（松丘会）は、平成24年度から教育支援の
一環として学生表彰制度を開始しました。これは、生活、
学業、学内外活動において他の模範となるような学生を
評価し、川崎医療短期大学全体の意識を高めることを目
的とするものです。
　平成24年度は、以下の個人と団体が表彰され、山口
学長臨席のもと、松丘会会長 小郷 正則氏（本学臨床検
査科教授）から記念のクオカードが授与されました。

平成24年度 川崎医療短期大学協助会収支決算書

平成25年度 川崎医療短期大学協助会収支予算書

（円）

（円）

（円）

（円）

本学同窓会（松丘会）による学生表彰

個人の部
学科・学年 氏　名 表彰理由

看 護 科 3 年 関水 千春
石崎 亜紀奈

市長に地域の改善を提案し、
防犯活動の基礎づくりに貢献

看 護 科 3 年 梨木 玲香 東日本大震災復興支援ボラン
ティア活動での貢献

看 護 科 2 年 橋本 紗希 ベトナム、カンボジアでの国
際ボランティア活動に参加

看 護 科 3 年
　 同　　2 年

野馬 有祐美
友宗 千春
森茂 敏子

カンボジアの孤児院でのボラ
ンティア活動に参加

看 護 科 1 年 目次 真里奈
西村 由衣子
原田 あゆみ

東日本大震災復興支援ボラン
ティア活動での貢献

臨床検査科 3 年 藤井 陽子 学外模擬試験での優秀な成績

臨床検査科 1 年 髙木 絵利子
岡田 祐枝

前田純孝賞学生短歌コンクー
ル入賞

放射線技術科2年 岩鼻 早紀
佐田 実由季

海外日系文芸祭短歌部門で入
賞

放射線技術科1年 松岡 孝洋 前田純孝賞学生短歌コンクー
ル入賞

介護福祉科 2 年 有家 広美 全国ふれあい短歌大会入賞

医療保育科 2 年 岡田 早耶香 『心がぽかぽかするニュース 
2011』入選

医療保育科 1 年 重本 桃子
田中 晴菜
𠮷田 祥子

国見町桜のうた入賞

（学年は、平成 24年度のもの）

　
団体の部
団体名 代表者 表彰理由

学 友 会 執 行 部 学友会委員長
寺井 なゆか 

学友会活動においてリーダー
シップを発揮し、東日本大震
災復興支援募金活動を牽引

ソフトボール部 部長
堤 克英

大会で優秀な成績を収めると
ともに、岡山県臨床検査技師
会や地域との交流に貢献

写 真 部 部長
香西 亜耶 

部活動を通して大学広報に
貢献
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既刊の「若きいのち」は、本学ホームページでご覧いただけます。

Information

　本学は、開学から40周年という記念すべき年を迎えました。これま
では、10周年ごとに「創立記念誌」を発刊していましたが、今回はその
記念の紙面を、広報誌「若きいのち」の中で掲載することになりました。
そのため、今回の広報誌は、ページ数を増し紙質にもこだわった品格の
ある広報誌に仕上がりました。また、記念記事は、「川崎医療短期大学 
創立40周年記念号」として、40周年への祝辞や30周年から40周年まで
の10年間の思い出などを、写真を交えながら川崎学園理事長を始めと
する代表者の方々にご執筆いただきました。本誌を「創立40周年記念
誌」の代わりとしてご覧いただき、いつまでも大切に保管してくだされ
ば幸いです。
　広報誌編集委員会のメンバーは、昨年度末が任期であったため、新
たなメンバーを迎えて40周年記念号の編集作業に臨みました。委員一
同、皆さんにいつまでも愛読される広報誌を目標に、記事やデザインに
アイデアを出し合いがんばっています。今後ともご支援のほどよろし
くお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　 （天野 貴司）

編　集　後　記
川崎医療短期大学広報誌
「若きいのち」（81号）
－川崎医療短期大学創立40周年記念号－
2013年6月発行

編集発行 : 広報誌編集委員会
天野 貴司（放射線技術科・委員長）
河邉 聡子（医療介護福祉科・副委員長）
名木田 恵理子（一般教養） 見尾 久美恵（一般教養）
重田 崇之（一般教養）　 　影本 妙子（看護科）
衣川 菜美（臨床検査科）　 中井 　靖（医療保育科）
桑田 俊明（庶務課）　　　 小池 香里（庶務課・書記）

写真協力：二葉写真館
印　　刷 : 友野印刷株式会社
皆様からのご意見・ご要望をお待ちしております。
〒701-0194 倉敷市松島316　
川崎医療短期大学 広報誌編集委員会
電話：086-464-1032（庶務課）
Eメール：kouhou@jc.kawasaki-m.ac.jp
ホームページ  http://www.kawasaki-m.ac.jp/jc/

8月

 18 日 第４回オープンキャンパス
 19日 医療保育科３年小児病棟保育実習（～ 9/14）
 　〃　 第14期師生訪問団上海訪問 （～22）
 20日 看護科２年保育園実習（～23）
 24 日 AO入試前期
 26日 看護科３年臨地実習（～ 9/24）
 30日 AO入試前期合格発表

9月

 2 日 医療保育科２年保育実習Ⅰ（～11）
 9 日 医療保育科３年発達障害児保育実習（～10/31）
 21日 放射線技術科授章式
 22日 第5回オープンキャンパス
 24 日 臨床検査科3年臨地実習Ⅰ（～11/28）
 　〃　 放射線技術科2年臨床実習Ⅰ（～2/13）
 25日 臨床検査科ワッペン授与式
 28日 本学40周年記念講演
 30日 医療介護福祉科２年介護実習Ⅳ（～11/2）

7月

 10 日 医療介護福祉科１年介護実習Ⅰ終了
　〃　 医療介護福祉科２年介護実習Ⅲ終了
 18日 放射線技術科３年臨床実習Ⅱ終了
 20日 第３回オープンキャンパス（～21）
25日  臨床検査科３年臨床実習Ⅱ終了

主要行事（7月～9月）

講座名
「からだの不思議
　～存在する空間と働き～」 

講　師：熊野 一郎
　　　（本学看護科　講師 ／
　　　川崎医科大学解剖学教室　助教）
日　時：平成25年6月23日（日）
　　　10：00～11：30
会　場：川崎医療短期大学 体育館　
　　　101教室

〒701-0194　岡山県倉敷市松島316
川崎医療短期大学　公開講座係
TEL：086-464-1032
FAX：086-463-4339
Eメール：koukai@jc.kawasaki-m.ac.jp

申し込み・お問い合わせ

第2回公開講座平成 25年度
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